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６月３０日は、参観日でした。道徳の授業では、子ども 

たちが、命やきまりの大切さ、他者への理解など心の問題 

について考え、学校保健委員会では、保護者の皆さんに、 

生活習慣など体の問題について考えていただきました。 

１年生は、日常のトラブルを通して規則の尊重について、 

２年生と３・４年生は、病気のゾウの話や家族の話を通し 

て生命の尊重について話し合いました。また、５・６年生 

では、国際支援活動の事例をもとに相互理解の大切さについて意見を出し合いました。 

わかればできるのが教科の問題、わかっていてもできるとは限らないのが、道徳（心） 

の問題です。道徳こそ、感性のフィルターを通して心に落とし込むべき最たるものだ 

と思います。子どもたちが大切なことを自らの心に落とし込む瞬間は、授業中だけと 

は限りません。学校の中だけでもありません。その瞬間は、生活のありとあらゆる場 

面に存在しています。より正しく、より豊かで、より美しいものを、子どもたちの心 

に落とし込ませるためには、その瞬間に立ち会う周りの大人の側にも、より正しく、 

より豊かに、より美しく生きようとする姿勢が求められると思います。 

学校保健委員会では、健康診断や生活習慣アンケートの結果から見えてきた本校児 

童の健康課題について、グループに分かれて話し合いました。早寝早起き朝ごはん、 

歯みがきや入浴など、正しい生活習慣は、自分の命を大切にすることにつながってい 

ます。しかし、面倒くさく思えたり、心の弱さに負けてしまったりと、「わかっていて 

もできない」という同じ状況がここにも存在しています。子どもたちの心は、まだま 

だ未熟でか弱いものです。正しい生活習慣にも、周りの大人の関りが欠かせません。 

 

 

 

６月２２日に、秋山小学校との交流学習会がありました。 

            体育や図工等の授業を通して、いつもと違う仲間と、いつ 

            もとは違う時間を過ごすことができました。５・６年生は 

            体育（水泳）の授業で交流を深めました。最後の挨拶で、 

           楓望さんが、「２人入っただけでもいつもと全然違った」と 

            いう話をしてくれました。この２時間は、きっと、子ども 

             たちの心を感動でつなぐ素敵なものになったと思います。 

  

 

 

７月１３日にサーフィン教室がありました。３年ぶりの 

開催で、子どもたちもとても楽しみにしており、いつにも 

増して大きな歓声がプールサイドに響いていました。 

１５日の着衣泳は中止になってしまいましたが、もうす 

ぐ夏休み。水の事故は勿論、交通事故や熱中症、コロナ感 

染にも気を付けて、全員元気に 2学期を迎えましょう。 

普段ではできない色々な事に挑戦して、有意義な夏休み 

にしてください。 

秋山小の皆さんこんにちは！（交流学習会） 

参観日、学校保健委員会、御参加ありがとうございました。 

楽しかったサーフィン教室。そして、元気に２学期を迎えましょう。 



 

 

 

７月６日の全校集会では、「高畑山登山をしました再々々」 

という話をしました。高畑山というのは西方の第 2高畑山 

のことです。再々々ですから４回目ということになります。 

昨年度の学校だよりでも紹介しましたが、串間市内の全 

ての 5年生が参加する「ふれあい体験」という行事があり 

ます。その実行委員の一人として、登山をプログラムの一 

つに加えたいという思いから一人で試しに登ってみた昨年 

5月が 1回目、正式にプログラムの一つとなり、事前踏査として実行委員のメンバー 

と共に登った昨年 6月が 2回目、ふれあい体験当日に昨年度の 5年生と一緒に登った 

のが 3回目、そして、４回目の今回は、１０月に開催予定の今年のふれあい体験に向 

けた事前踏査として登りました。右上の写真は、一緒に事前踏査したメンバーです。 

 ふれあい体験は、本来なら、青島青少年自然の家での宿泊学習ですが、新型コロナ 

ウイルスの状況が未だ不透明な中、本年度も、宿泊を伴わない日帰り２日間、串間市 

内での活動として計画することとなりました。プログラムのメインは、今年もこの第 

２高畑山登山です。この山自体は、自動車でも登れる片道２．５キロ程のコースで、 

幼稚園児でも登れるようなところですが、メイン会場となる串間市総合体育館から登 

山口までの片道３キロを加えると往復約１１キロというなかなかのコースです。しか 

し、事後のアンケートからは、子どもたちにとっては最も思い出に残り、達成感や連 

帯感を味わうことのできた活動、心と心を感動でつなぐ活動になったことが伺えます。 

昨年度、市木小の子どもたちは誰一人欠けることなく、最後まで歩きとおしました。 

水筒の水が足りなくなって困ったことや、次の日に筋肉痛になったことなども含めて、 

乗り越えることができたという達成感と、そこで生まれた自信は、この先の学校生活 

や人生において、きっと役に立つことと思います。１０月のふれあい体験に向け、６ 

年生は、ぜひ、昨年の経験を踏まえたアドバイスを５年生に伝えてほしいと思います。 

また、５年生は、当日に向けて、しっかりと心と体の準備をしておいてください。 

             ふれあい体験では、左の写真のような防災ワークショッ 

プ（緊急時の簡易避難所設営や緊急時の炊飯方法の体験） 

なども計画されています。串間市内の全ての５年生が一つ 

になって、様々なミッションをクリアしていってほしいと 

思います。昨年度、ふれあい体験の中で実施されたキャリ 

ア教育ワークショップについては、今年は、「くしま学」と 

して、１１月に、別途開催される予定になっています。 
 

 

 

５月１８日に全校児童で植えた「人権の花」が、約２か月経ち、暑さに負けず、元

気良く花を咲かせています。「マリーゴールド」「ジニア」「ケイトウ」「インパチェン

ス」の４種類。一番元気が良いのは、やはり「マリーゴールド」のようです。 

 

 

 

 

 

 
 

 

８月の行事予定 

８日～１５日 学校閉庁日 

２１日 ＰＴＡ奉仕作業 

２５日 始業式 

２８日 地区児童会 登校指導 

３０日 結団式  

３１日 ＳＵＰ体験（５、６年） 

「校長先生の挑戦３：高畑山登山をしました再々々」 

市木小の「人権の花」、きれいに咲いています。

 



 


